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円

応

の

抄

物

に

つ

い

て

洞
門
抄
物
の
周
辺

田

籠

博

所

謂
東
国

語

の
資
料

で
あ

る
と

さ
れ

る
関
東
系

の
抄

物

が
、
も

っ
ぱ

ら

曹
洞
宗

の
抄

物

(
洞
門

抄
物

)

で
あ

る
中

で
、

池
上
禎

造
氏

紹
介

の
京
都

大
学

蔵

「妙

続
大

師
語

録
掩

同
〉
は
、
浄

土
宗

の
僧

に
よ

っ
て
作

製

さ
れ

た

と

い
う

特
異

な
成

立
事

情
を
有

し

て

い
る
。

小

稿

は
、

こ
の
特

異

さ
を

め

ぐ

っ
て
起

こ
る
若

干

の
問
題

を
考
察

し
よ
う

と
す

る
。

み
ぎ

の

「
妙
続

大
師

語
録

抄
』

(
以

下
、

「
妙
続
抄

』

と
略
す

る

)
は

、

中
国

の
禅
僧

投

子
義

青

(
妙

続
大

師

)
の
語
録

を
原
拠

と
し

て
、

下
総
小

金

に
あ

っ
た
浄

土
宗
関

東
十

八
檀

林

の
ひ
と

つ
、
仏
法

山
東

漸
寺

の
八

世

に
あ

た
る
霊

誉

円
応

が
、
慶

長

十
八

・
九
年

(
一
六

=

二
ー
四

)
に
行

な

っ
た

講
義

の
聞
書

で
あ

る
ら

し
く

、
現
京

大
本

は
、
寛

永

十
三
年

(
一
六

三
六

)

に
天
誉
嵩

山
な

る
者

が
書

写
し

た
も

の
で
あ

る

こ
と
な

ど
、
池

上

氏

が
詳
細

に
述

べ
ら

れ
た
所

で
あ

る
。

前
書

き

や
奥
書

に
お
け
る
記

事

、

及

び
東
漸
寺

志

を
引

い
て

の
所
論

は
手
確

く
、

殊

に
寺

志
中

の
第

四
修

復

記

に
、
円
応

が

「
私
述

作
者

」

と
し

て

「
投
子

録
註
無

門
関

注
」

と
あ

っ

た
り

、
抄

文

の
中

で
も

、

円
応

ハ
右
畷
智
消

道

又
右
岬
文
其

ノ
謹
拠

ハ
愚

力
内
教

外
禅

ノ
製

作

臣
ヲ
見

サ

シ
恥

ケ
敷

ク

ハ
ソ
ウ

ヌ
ソ

(
38
才

)

と

自
負
し

て

い
る

の
を
見

れ
ば
、

疑
問

の
余

地
は
無

い
で
あ

ろ
う

。
た
だ

、

書

写
者

が
添

え
た

と
思
わ

れ
る

「
円
応

注
」
と
傍
書

さ

れ

た
部

分

が
漢
文

註

で
あ

る
た

め
、
池

上
氏

は
、
第

四
修

復
記

に

い
う

「
投

子
録

註
」

は
漢

文
体

の
も

の
で
あ

っ
た

か
も
知

れ
ぬ

と
述

べ
て

お
ら
れ

る
け

れ
ど
も

、
必

ず

し
も

現
存
本

の
如

き
聞
書

と
結

び

つ
け
る

こ
と
を
否
定

さ

れ
た

訳

で
は

な

く
、
当

面

は
抄
物

を
指
す

と

理
解

し

て
お

い
て
よ

い
と
考

え

る
。

所

で
、
筆
者

は
同

じ
円
応

の
製

作

で
あ

る
も
う

一
種

の
抄
物

が
存

在
す

る

こ
と
に
偶

然
気

づ

い
た
。

そ

れ
は

、
第
四
修

復
記

に
掲
げ

る

「
無

門
関

注

」

に
該

当
す

る

と
推
定

さ
れ

る
無
門

関
抄

の

一
本

で
あ

っ
て
、

も
し
卑

見

が
認

め
ら

れ
る
な

ら

ば
、
や

や
も
す

れ
ば

例
外

視
さ

れ

て

い
た

円
応

の

抄

物
を
再

検

討
す

る
上

で
非

常

な
便
宜

を
得

る

こ
と

に
な
る
。

ま
ず

こ
の

点

か
ら

触
れ

て
お
き

た

い
。

二

『五
逆
秋
』
と
呼
ば
れ
る
無
門
関
の
抄
物
が
存
す
る
こ
と
や
そ
の
書
誌

一68リ



に

つ

い
て
は
、
す

で
に
所

蔵
者

で

い
ら
れ

る
春

日
和
男
先

生

に
よ

り
紹
介

ず

み
で
あ

っ
て
、

こ
れ
を

資
料

と
し

て

の
国

語
学

的
研

究
や

一
部
本

文

の

提
供

が
あ

る

こ
と
等

周
知

の
通

り

で
あ

る
。

本
書

が
、

「
円

応
和

尚
」
な

る
僧

の
慶
長

十

五
年

(
一
六

一
〇

)
に
お

け
る
講

義
を

、

「
関
牛

首
座
」

が
筆

録
し

、
そ

れ
を

貞
享

三
年

(
一
六
八

六

)
に

「
梵

誉
」

が
転

写
し

た

も

の

で
あ

る

こ
と

は
内
部

の
記

事

に
よ

っ
て
知

る

こ
と
が
出
来
る
も

の
の
、

春

日
先
生

も
疑

問
を

残
し

て

お
ら

れ
る
如

く
、

具
体
的

な
裏

づ
け

を
得

る

事

が
非
常

に
困

難

で
あ

る
。

従

っ
て
、
最

初

の
紹
介

の
際

に
は
、

「
円

応

和
尚

」

に
曹
洞

宗

肥
後
法

泉
寺

の
住

僧
円

応

正
館宝
を
擬

せ
ら

れ

た

の
で
あ

る

が
、

肥
後

で

の
成

立

と
す

る
と
抄

文

に
現
れ
る

関
東

的
色

彩

(
言
語

上

の
特

徴

、
利
根

川

・
赤
城

山

・
武
蔵

野
等

の
地
名

な

ど

)
を

説

明
す

る

こ

と
が
難

し
く

、
結
局

こ
う

し

た
矛
盾

点

の
解
決

は
留
保

さ

れ
た
ま

ま

で
あ

る
。卑

見

で
ま
ず

指
摘

し

て

お
き
た

い
の
は
、
原

拠

が
禅

籍

で
あ

る

に
も
か

か
わ
ら
ず

、

講
述
者

「
円
応

」

が
禅

宗

の
僧

で
あ

っ
た

と
は
考

え
ら

れ
な

い
こ
と
で
あ

る
。

な

ぜ
な
ら

、
禅
僧

の
説
と

し

て
次

の
様

な
言
辞

が
弄
さ

れ
た

と
は
信

じ
ら

れ
な

い
か
ら

で
あ

る
。

教
意

ハ
向

フ
明
メ
テ

見

ル
ト
何

ン

ニ
モ
知

ラ

ヌ
禅

僧

ガ
云

フ

(
65
ウ

)

向

フ
心
得

タ
禅

僧

バ

シ
今

時
有

フ
力

(
70
ウ

)

こ
れ

ら

の
禅

僧
批

判

、
及

び
当
代
禅

宗

へ
の
否
定
的

態
度

(
70
才

)
、

さ

ら

に
は
、

今
時

ノ
家

風

ハ
洞
済

共

二
現
成

底
露

迄

デ
畢

ル
ヲ

ソ

レ
デ

ハ
散

々
ヨ

(
97
才

)

な

ど
と
断

ず

る

こ
と

か
ら
す

れ
ば
、

「
教
意

」

と

「祖
意

」

と
を
対

立

さ

せ

つ
つ
も

っ
ぱ

ら

「
教
意

」
を

採

る
態
度

と
併

せ

て
、

少
く

と
も
禅

宗

の

外

に
立

つ
僧

の
講
述

と

せ
ざ

る
を

え
な

い
。

次

に
種

々

の
関
東

的
色

彩

が
問
題

に
上

る
訳

だ

が
、
詳

細
は
省

く
。

結

論

か
ら

言
う

と
、

「
五
逆

秋
』

に

お
け

る

「
円

応
」

と

は
、
前
述

「妙

続

抄

」

の
講
述
者

霊
誉

円
応

と

同

一
人

で
あ

る
。
筆

者

が
得

た
結

論

は
、
次

の
記

事

を
確

証

と
み
な
す

こ
と
に

よ
る
。

愚

力
団
誉

上
人

ノ
御

下
テ
諸

仏
出

典

ヲ
云

ヘ
ト
請

ハ
レ
タ
時

(
38
ウ

)

文

脈

の
上

で
、

「
愚
」

は

「愚

僧

・
山
僧

」

と
同
じ

く
講

述
者

自
身

を
指

す

か

ら
、

「
団
誉

上
人

」
は

「
円
応

」

の
師

に
相
当

す

る
僧

で
あ

る

こ
と

が
分

か
る
。

そ

こ

で
東

漸
寺

志
を

検
す

る
と

、

六
世

正
蓮
社

団
誉

紫
雲
桂

全
上

人

七

世

団

蓮
社

照
誉

遊
獄

了
学

上
人
大

和
尚

八

世

照
蓮
社

霊
誉

円
応

重
誓

上
人

と
示

さ
れ

て

い
て
、

「
団
誉

」

と

「円
応

」
と

の
師
弟

関
係

が
想

定
出
来

る

の
で
あ

る
。
先

の
第

四
修

復
記

に

「無

門

関
注
」

が

挙
げ

ら
れ

て

い
た

事
実

と
総

合
す

れ
ば

、

こ
の
結
論

は
ま
ず

動

か
な

い
で
あ

ろ
う
。

そ

の
ほ

か
、

『
五

逆
秋

」
所

引

の
内

典

が
第
四
修

復
記

に
記

す

円
応

の

「
聖

教

・

述
作

」
し

た
も

の
と
多

く

一
致
し

、

「
妙
続

抄
」

の
そ

れ

と
も

重
複

す

る

を
指

摘
し

て
も

よ

い
。

ま

た
、
断

言

は

で
き

な

い
け
れ

ど
も

、
奥
書

に
言

う
聞
書

者

「
関

牛
」

に
該
当

す

る
と
思

し

い
僧
名

を
、

七
世

照
誉
遊

獄

の

法
嗣

に
見

出

せ
る

の
も
都
合

が

よ

い
。

「
浄

土
宗

伝
燈

総
系
譜

」

に
よ

れ

ば

、関
牛

勢

州
桑
名

西
岸

寺
第

二
世

、
此
時

移

二
寺
於
播

州
姫
路

及
和

州
郡

山

一
(中

巻

)

と
あ

る
。

西

岸
寺
開

基

は
ご
く
短

期

間
桑
名

に
住

ん

だ
に
す

ぎ
な

い
遊

獄

で
あ

る
か
ら

、
関

牛
を

そ

の
地

で

の
弟
子

と
考

え
る
必

要

は
な
く

、
恐

ら

う69一



く
師

と
共
に
移

っ
た
も

の

で
あ

ろ
う
。

以
上
、

『
妙
続

抄

』

と

『
五
逆

秋
』

と

が
同
じ

浄
土
宗

の
僧

円
応

の
講

述

に
係

る
抄
物

で
あ

る

こ
と
を
述

べ
て
み

た
。

こ

の
観

点
か

ら
や

や
立
入

っ
た
比
較

を
し

て

み
る

と
、
当
然

の
こ
と
な

が

ら
、
内
容

の
上

で
類

似
す

る
部

分

の
多

い
事

実

に
気

づ
く
。

例

え
ば
、

前

に
引

い
た

『
五

逆
秋

』

に

お
け

る
禅
宗

批

判
は

、

『
妙

続
抄

」

の
前
書

き

に
示
さ

れ
た
円

応

の
言
、

ル
(
マ
マ
)

此

ノ
録

ハ
曹
洞

宗

一
大
事

ノ
典
籍

秘

録
ナ

レ
ハ
語
二之
衆

人

ハ
関
東

中

ニ

モ

ス
ク

ナ

力

ル

ヘ
シ
況

ヤ
註
脚

ナ
ド

ハ
思

モ
ヨ
ラ

ス
但

シ
若

シ
有

ヤ
山

僧

ハ
未
聞

不

見
也

(
1
才

)

と
呼

応
す

る
。
前

掲

38
才

に
現

れ
て

い
る
円

応

の
自
負
も

、
禅

宗
僧

に
対

す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

ま

た
、
両
書

の
前
書

き

に
よ
れ

ば
、
共

に
原

聞
書

を
円

応
自
身

が
再

び
添

削
し

て
成

っ
た

と

い
う

成
立

過

程
ま

で
も

が
同
様

で
あ

っ
て
、
単

に
円
応

と

い
う

同
名

が
見
え

る

だ
け

で
な

く
、

こ
う

し

た

事

実

か
ら
も

前

の
推
定

は
支

持
さ

れ
る

も

の
と
考

え
る
。

し

か
し

な
が
ら

、

現
存
本

を
比

較
す

る
限

り

で
は
、
原

拠
漢

文

と
力
ナ

抄

と

の
記
載

形
式

に

少
な

か
ら
ず

異
同

が
存
す

る
。

勿
論

、

こ

の
違

い
や

漢
字

の
正

俗
、

及
び
宛

字
等

の
喰
違

い
は
、

転
写
本

で
は
避
け

ら

れ
な

い

種
類

の
異

同

で
あ

り

、
重
視

す

る
必
要

は
な

い
か
も

知

れ
な

い
。

が
、
次

に
示
す

様

な
、
聞
書

と
し

て

の
性

格

に
も
関

係
す

る
相
違

を
見

過
す

訳

に

は
ゆ

か
な

い
。

ま
ず

、

『
妙
続

抄
』

で
は
抄
文

中

に
講
述

場
面

の
細
部

を
具

体
的

に
描

写
す

る

こ
と
が
な

い
の
に
対

し

て
、

『
五
逆

秋
」

に
あ

っ
て
は
、
講

述
者

の
行

動
を
客

観
的

に
聞
書

者

の
立
場

か
ら
記

述
し

た
例

が
見
え

る

こ
と

で

あ
る
。

当
時

の
講

述

の
様
子

を
う

か

が
う
上

で
興
味

深

い
と
思

わ

れ
る
部

分
を

、
次

に
引

い
て
お
く
。

(句

読
点

は
私
意

に
よ
る

)

籾

円

応
和

尚
、
此

日

ハ
大
衆

二
向

テ
為
甚

磨
無

髪
く

ト

逼

力
ケ

テ
、

代

ニ
ヤ

・
旦
ク
無

言

テ
居
ラ

レ
テ
有

タ
。

其

ノ
後
、

此

ノ
話

ハ
是
迄

チ

ヤ
ト

云
テ

、
大
衆

ヲ
追

立

ル
也
。

其

後
、

ヤ

レ
坂

レ
く

ト
引

キ
阪

シ

テ

(
18
才

)

若

輩

ゲ

ニ
ハ
有

レ
臣
境

界
デ
覚

ラ

シ

ヨ
ウ

ス
ト

云

テ
、
法

灯
前

二
伏

シ

テ
、

足
手

ヲ
ク

ッ
ト
伸

テ
、
大

ロ
ヲ
ア

イ
テ
半

時
居

ラ

レ
テ
後

、
本
座

二
坂

テ
、
靱

テ
今

ノ
境

界

ヲ
大

衆

ハ
見

タ
力
。

(
53
才

)

実
際

み

ぎ

の
通

り

の
行
動

が
あ

っ
た

か
ど
う

か

は
措
く

と
し

て
も

、

「
五

逆
秋

』

の
聞
書

者

に
お
け

る
筆

録
態
度

が

、

『
妙

続
抄

』

の
そ

れ
と

は
相

当

の
差

で
あ

っ
た

と
認

め
ね
ば

な
ら
な

い
。

あ

る

い
は
、
原

聞
書

を
添
削

し

た
円
応

の
所

為

で
あ

ろ
う

か
。

い
ず

れ

に
せ
よ

、
国

語
資

料

と
し

て
扱

う
場

合

、
注
意

せ
ね
ば
な

ら
な

い
。

言

う
ま

で
も

な
く

、

こ

の
差

の
み
に

よ

っ
て

、

「
五
逆
秋

』

の
方

が
講

述

そ

の
ま

ま

の
言
語

を
写

し
え

て

い
る

と

は
速

断

で
き

な

い
。

次

い
で
注
意

す

べ
き

は
、
両
書

の
前

書
き

で
抄

物
作

製

の
経
緯

に
触

れ

て

い
る
所

を

信
ず

る
な

ら
ば
、

『
妙
続

抄
』

の
原

拠

た
る
妙

続
大

師
語

録

に
は
円
応

に
先

行
す

る
註

釈

の
類

が
無

か

っ
た

の
に

反
し

て
、
無

門
関

の

場
合

、

そ
う

し
た
著

作

が
す

で
に
数
多

く
存

在
し

て

い
た

こ
と

で
あ

る
。

従

っ
て
、

『
妙
続
抄

』

の
解
釈

が

ほ
と
ん

ど
円
応

の
独

創

で
あ

る

の
に
、

『
五
逆

秋
』

は
創
意

に
拠

ら
ず

、
先
行

諸
註

を
取

捨
し

て
編
ん

だ
も

の
に

す
ぎ

な

い
と

い
う

。

こ
の
経
緯

は
、
春

日
先

生

が
す

で

に
断

っ
て
お
ら

れ

る
如

砲

、
本

文

に
即

し

て
確
か

め
得

る

こ
と

で
は
あ

る

が
、
先
行

註

が
如

何

な
る

も

の
で
あ

る

の
か
明
ら

か

で
な
く

、
用
語

な

ど

に
及
ん

だ
影
響

の

徴
証

を

見
出
す

試

み
は

、
今

の
所

不

可
能

で
あ

る
。

一
方

、
『
妙
続

抄
』

が

言

わ
れ

る
通

り

の
創

案

に
よ

る
講
述

で
あ

っ
た

と
し

て
も

、
全
く

自
由

な
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訓
読

・
解

釈

で
あ

る

と
も

見
え
ず

、

か
な

り

の
程
度
慣

用
的

な
要
素

が
混

じ

て

い
る
と
考

え
る

の

が
自
然

で
あ

る
。

こ

の
意

味

で
は

、
関

東
系

抄
物

に

限
ら
ず

、
内
典

の
抄
物

に

お
け

る
伝

統

と
か
慣

用

と
か

い
う

視

点

か
ら

の
考

察

が
必
要

に
な

る

と
思
わ

れ

る
。

三

前

述

の
如
き
結

論

が
得

ら
れ

る
と
し

て
も
、
従

来

か
ら
評

価
さ

れ

て
き

た

『
妙
続

抄
』

『
五

逆
秋

』

の
東
国

(
語

)
資

料
と
し

て

の
価
値

が
、
特

に
大

き
な

変
動

を
生
ず

る
訳

で
は
な

い
。

洞
門
抄

物
を

曹
洞

宗
各

派

の
下

に
細
分
し

て
、

こ
れ
を
言

語
上

の
特
色

と
結

び

つ
け

る
説
も

あ

る
が
、
成

立
事

情

の
異
な

り

が
直

に
言
語

に
反
映

す

る
と
も

言
え
ず

、

立
論

は
よ

ほ

ど
慎

重

で
な
け

れ

ば
な
ら

な

い
。

小
稿

で
取

り
上

げ

た
円
応

の
抄
物

も

、

浄

土
宗

の
抄
物

と
し

て
洞

門
抄
物

と
対

立

さ

せ
る
程

の
独
自
性

を
有

し

て

い
る
も

の

で
は
な

い
。

池

上
禎

造
氏

が

『
妙
続
抄

』

に
関
し

て
述

べ
て
お

ら

れ
る
如

く
、

却

て
、
洞

門
抄

物

と

の
共
通

的

性
格

が
目
立

っ
て

い
る
。

例

え

ば
、
洞

門
抄

物
を
京

都
系

の
抄

物

と
比

較
し

た
場
合

の
言

語
上

の

六

項
目

の
特
色

、
.
つ
ま
り

、

I

助
動
詞
ダ
の
使
用

助
動
詞
ヨ
ウ
の
使
用

ハ
行
四
段
動
詞
連
用
形
促
音
化

形
容
詞
連
用
形
原
形
の
維
持

条
件
句
ウ
ニ
ハ
の
使
用

敬
意
を
表
わ
す
命
令
表
現
語
尾
シ

(イ
)

・
サ
シ

(サ
イ
)
の
使

用

の
す

べ
て

に

つ
い
て
、

円
応

の
抄
物

も

ま
た

ほ
ぼ
同
様

の
傾
向
を

示
す

の

で
あ

る
。

左

に
例

を
簡
単

に
掲

げ

る
。

1

了

々

ハ
分

明

二
顕

露

シ
タ
貝

タ

其

レ

ハ
見
知

ラ

ヌ
物

タ

五
月

梅

ノ
熟

シ
タ
時
分

郭
公

モ
鳴

モ

ノ
タ

夢

ニ

ハ
言
慮

ニ
及

フ
「

ヲ
見

ル
物

ダ

nⅢ

(
妙
続

抄

6
ウ

)

(

同

49

オ
)

(
五

逆
秋

30
ウ

)

(
同

38
オ

)

此

ノ
境
界

ノ
見
事

ナ

ヲ
何

二
喩

エ
テ
見

ヤ
ウ

ズ

ソ

(妙

30
オ

)

此
堂

ヲ

ハ
何
ト
得

ヤ

ウ

ス
ソ

坐

セ

バ
坐

シ
ヤ
ウ

マ
テ

ヨ

寒

ク

ハ
着

ヨ
ウ

迄

ヨ

利
根

川

ノ
路

ハ
終

ヘ
ヨ
ウ

ソ

趨
倒

シ
ヨ
ウ

力
放

身

シ

ヨ
ウ
力

向

下
デ

コ
ソ
有

ト
問

イ
無
ト

問

ツ
テ
師

二
衆
病

ヲ
煩

ハ
ス
ル

(
妙

8
ウ

)

(
妙

21

オ

)

(
妙

19

オ

)

(
五

50

ウ

)

(
五

8

ウ

)

(
五

32

オ

)

O

Ⅵ

秀
禅

師

ア
ラ
奇

特

モ
ノ
力
ナ

ト
思

ッ

テ

生
児

ウ

ラ
ナ

ツ
テ
名

ヲ
付

ク

ヘ
シ

人

ニ

ハ
ソ

ッ
テ
見

ヨ
馬

ニ
ハ
乗

テ

見

ヨ

仏
味

法
味

ヲ
喰

ッ
テ

ク
ギ

力

ス
力
イ
付

ナ

塀

ハ
赤

ケ

レ
臣
照

力
ナ
ク

シ
テ

又
無

心

ナ

レ

ハ

擢
破

ノ
儒
有

テ
敵

ヲ
能

ク
破

ル
故

ニ

若

シ
親

ク
見

タ
ト
説
破

ス
ル

モ

誰

ト
云
字

ニ
フ
力
ク

眼
ヲ
付

ヨ

身
体

ノ
蒼

竜
窟

ヲ
吐
出

シ
テ
有

ロ
ウ

ニ

ハ
何

ノ
活

計

力
御

座
有

ソ

(
妙

8

オ
)

此
生

二
坂

ツ
タ
ラ
ウ

ニ

ハ
六
根
清

浄

テ
有

ウ

ヨ

(
妙

28
ウ

)

向

サ

ヘ
ア

ロ
ウ

ニ
ハ
天

力
地

二
成

リ
地

力
天

二
成

ル
時
節

ア

ロ
ウ

(
妙

49

ウ

)

(
五

57

ウ

)

(
五

47

ウ

)

(
五

4ー

ウ

)

(
妙

3

ウ

)

(
妙

28

オ

)

(
五

18

ウ

)

(
五

65

オ

)

V
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Ⅵ

ス

(
五

9
ウ

)

沙
汰

ヲ
シ
タ
郎

ニ

ハ
趙
州

二
桟

子

ヲ
添

ヘ
タ
「

ヨ

(
五

83
ウ

)

入
合

ヲ
ヲ

ス
ヲ
松

ヲ

ス
ヲ
松

山
デ

キ
力

シ

(妙

45
オ
)

父
子
相
伝

ノ
九

曲

ノ
玉

ヨ
ク
見

サ

シ

(妙

38
オ
)

許

由
家

風
子
陵

二
間

ワ

シ

(
五

74
ウ

)

ツ

・
立

テ
有

ル
ヲ
見

サ

シ

(
五

皿
ウ

)

円

応

の
抄

物

が
有
す

る

こ
う

し

た
傾
向

は

、
関
東

系
抄

物

の
背

後

に
あ

っ
た
共
通

の
言

語
的
基

盤

の
反
映

と
も

、
抄
物

作
製

の
気

運

が
盛

ん
で
あ

っ
た
洞
門

の
側

か
ら

の
影
響

を
蒙

っ
た
結

果

と
も

、
二
様

に
解

釈

で
き
よ

う

が
、

み
ぎ

の
六
項
目

が

ど
れ
だ

け
実
際

の
口
頭
語

と
接

し

て

い
る

か

に

疑
問

が
残

っ
て

い
る
現

段
階

で
は

、
後

者

の
考

え

を
取

る

べ
き

で
あ
ろ
う
。

池
上

氏

が
三
縁

山
志
を

引

い
て
、
当

代

の
浄

土
宗

と
禅

宗

と

が
交

渉

を
も

っ
て

い
た

こ
と
を

示
さ

れ

た
如
く

、
著

作

の
交

流

し
う

る
状
況

が
背

後

に

あ

っ
た
か

ら

で
も

あ

る
。

そ

し

て
、

こ

の
事
実

は

『
妙
続

抄
』

「
五
逆

秋
』

の
内
部

か
ら
も
証

拠
を

得

る

こ
と
が

で
き

る
。

此

ノ
句

ハ
洞
家

一
大

事

ノ
秘
句

ナ

レ

バ
、

此

ノ
句

面
云

ハ
ン
。

東
堂

ハ

浮

世

ニ
ヲ
ホ

エ
ヌ
ソ
。

其

故

ハ
、
此

録

ヲ
天
嶺
聞

ク
時

二
、師
サ

マ
〈

言

ヲ
尽

サ

ル

レ
臣
、
明

力
ナ

ラ

ス
。

言

ハ
多

ハ
科
ナ
少

シ
。

況

ヤ
其

外

二
心

ロ
ニ
ク

イ
人

ハ
関
東

中

ニ
ナ

力

ツ
タ
程

二
、
自
力

ヲ
以

テ
近

年

ヨ

ノ

ツ
ネ

公
安

シ
テ
、

得
心

シ
タ

ル
句

ナ
リ
。

(妙

続
抄

52
ウ

)

み
ぎ

の
記
事

に

つ
い
て
、
池

上
氏

が

「
先
住

の
意

か
」

と
疑
わ

れ
た

「
東

堂
」

を
、

文
明
本

節
用

集

に

東
堂

謂

五
山
長

老
池

(補
註
〉

と
あ

る

の
に
拠

っ
て
禅

僧
を

指
す

語

と
認

め
、

つ
ま
り

は

何

ニ
モ
知

ラ

ヌ
東
堂

氏
ガ
以

心
伝

心

ハ
達
麿
宗

二
計

リ
有

ル
用

二
云

イ

走

ソ

(
妙

続
抄

33
ウ

)

浮

世

ノ
東
堂
達

力
置
此
話

代
句

取
句
説
破

ナ
ト

ヲ
吐
出

ス

ハ
蝿

力
ナ
喰

フ
タ

ゲ
ナ

(
五
逆

秋

18
ウ

)

な

ど
、
既
述

の
禅

宗
批

判

と
通
ず

る
訳

で
あ

る
が

、
そ

れ
は

と
も
か

く
、

「
天
嶺

」

と

い
う

僧
名

が
注
意

さ

れ
る
。

関
東

の
洞
家

で

こ
の
名
を

も

つ

の
は
、
下

野

の
太
平

山
大
中

寺
七

世
天
嶺

呑
補

(
天
正

十
六
年

〔
一
五
八

入
〕

示
寂

、
寿

八
十

)
が
知

ら
れ

、
そ
う

考

え

て
始

め
て
文
意

が

明
ら

か

に
な

る

と
思

わ

れ

る
。

実

は
、

こ

の

「
天
嶺
」

に
関
す

る
逸
話

は

「
五
逆

秋
』

に
も
あ

っ
て
、

天

嶺
東
堂

、

ツ
ケ
菜

土
器

ノ
雑

談
有

リ
。

ツ

ケ
菜

ヲ

ハ
ヂ

ッ
ト
重

石

ヲ

ツ

ヨ
ク
置

ケ

ハ
、
本

ト

ノ
青
菜

デ

シ

ル
く

ト

y
居

ル
ソ
。

土
器

ヲ

モ

ツ

・
ト
情

ヲ
入
テ

ハ
タ
ト

打
砕

ケ

ハ
、
本

ト

ノ
土

二
成

ル
ソ
。

(
38
ウ

)

と
詳

し
く
載

せ
て

お
り
、
直

接

に
か
間
接

に
か
、

一
定

の
交
流

が
な

け

れ

ば
伝

え
得

な

い
洞
門

と

の
親

近
さ

が
感

じ
と

ら
れ

る

で
あ

ろ
う
。
前

節

で
、

『
五

逆
秋
』

で
は
し

ば
し

ば

「
教
意

」

と

「
祖

意

」

と
が
対

立
さ

せ
ら

れ

て

い
る

こ
と
を
指

摘
し

て

お

い
た

が
、
教

義
上

の
各

宗

派

の
説

に
通

じ

て

い
る

こ
と
も
、

講
述

の
た

め
に

は
必
要

で
あ

っ
た

こ
と
、
当

然
想
像

で
き

る
。

要
す

る

に
、
円
応

の
抄

物

と

い
え

ど
も

、
洞

門
抄
物

と

基
本
的

な

点

で
相
違

を

見

せ
る
も

の

で
は
な
く

、
関
東

系
抄

物

の

一
画
を

占
め

る
だ

け

の
資

料
価
値

が
あ

る

と
結
論

し

て
よ

い
。

四

さ

て
、

円
応

の
抄
物

を
洞

門
抄

物

と
較

べ
た
場

合
、

大
勢

を
動

か
す

ほ

ど

の
も

の
で

は
な

い
け

れ

ど
も
、

次

の

一
点

だ
け

は
見

逃
す

こ
と
が
出
来
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な

い
差

異

で
あ

る
。

す

な
わ

ち
、

洞
門

抄
物

の
指
定

表
現

を
特

色

づ
け
る

の
が
助

動
詞

ダ

で
あ

る

こ
と
は
当

然

で
あ

る
が
、

円
応

の
抄
物

に

お

い
て

は
、
職
能

上

ま

っ
た
く

同
じ

で
あ

る
ヂ

ャ

(
ジ

ャ
)
が
例

外

と
し

て
処
理

で
き
な

い
勢

力
を

保

っ
て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

特

に

「
五
逆
秋

」

で
は
百

十

余
例

に
上

っ
て

い
る
。

用

法
も
多

岐

に
わ

た
り

、

ト
ツ
ト

一
心
シ
ヤ
ト
云
ワ
レ
マ
イ
ソ

ア
ツ
力
躯
駄
教
意
ヲ
明
メ
タ
ウ
イ
ヤ
授
げ
ヤ

尺
迦

ハ
上
郎
力
ト
思
テ
ア
レ
ハ
下
賎
チ
ヤ
ト
也

其
ノ
侭
彼
ノ
主
人
公
チ
ヤ
ト
見
立
テ
御
座
有
ル

と
い
っ
た
文
末
終
止
に
立
つ
の
は
勿
論
、

(妙

続
抄

37
ウ
)

(

同

46

オ

)

(
五
逆
秋

23
オ

)

(

同

39
ウ

)

ヱ
ナ
ラ

ヌ
処

ジ
ヤ
程

ニ
ク

ツ
ク

ツ
ト

云

(
妙

19

オ
)

海
内

ハ
八

識
海

ジ
ヤ
程

二
静

力
ナ

ソ

(
妙

29
ウ

)

猛

キ
物
チ

ヤ
程

ニ
ク

ワ
ッ
ト
障

ヘ
テ

(五

2

オ
)

此

ノ
話

ハ
夢
チ

ヤ
程

二
ロ
デ
説

タ
「

テ

ハ
無

イ

ソ

(
五

63

オ
)

な

ど

、

「
ヂ

ャ
ホ
ド

ニ
」

の
形

で
盛

ん
に

用

い
ら

れ

る
。

『
五
逆

秋
』

に

お
け

る
詳
細

は

、
春

日
和

男
先
生

の
論

文

に

つ

い
て
見

ら
れ

た

い
。

こ
の
問
題

を

、
京

阪
語

の
混

入
と
し

て
処
理
す

る

こ
と
は

易
し

い
が
、

洞
門
抄

物

と

の
相
違

を
見

れ
ば

、
何

か
円
応

の
抄

物
特
有

の
事
情

が
あ

っ

た

の
で
あ

ろ
う

か
。

元
来

、
前

節

に
も

引

い
た
洞

門
抄
物

に
お
け

る
六
項

目

の
特
色

が
、
基

盤

た

る
近
世

初

期
東
国

語

の
実
態

を

ど

の
程
度

反
映

し

て

い
る

か
に

は
疑

問

が
存
す

る

の
で
あ

っ
て
、
金

田
弘
氏

の
反
省

も
あ

る
如
く

、
圧

倒
的

な

京

阪

語
的
要

素

の
中

か
ら
抽

出

さ

れ
た
も

の
に
す

ぎ

な

い
の

で
あ

る
。

と

言
う

の
は
、
所

謂
関

東
系

抄
物

の

い
ず

れ
を
通

し

て
み

て
も

、

そ

の
言

語

上

の
曇
本

均
生

洛

ま
京
邸

へ
五

』

4
系
ゆ

吻

と
大
き

く
籍

た
る
も

の
で
は

`

な
く

、

こ

の
意

味

で
は
近

世
前

期
を
通

じ

て

の
、
江

戸

で
刊
行

さ
れ

た
文

献

一
般

に
看
取

さ

れ
る
傾
向

と
、
全

く
揆

を

一
に
す

る

か
ら

で
あ

る
。

従

っ
て
、

円
応

の
抄
物

に
次

の
様

な
語
法

が
あ

る
と
し

て
も

、
例

外

と
は
な

ら
な

い
の

で
あ

る
。

動
詞

に
関

係
す

る
も

の
で
は
、

異
香

ヲ
鼻
孔

二
引

キ
入

テ
ウ

・
向

フ
タ

ヨ
ト

占
ウ

タ

ハ
誠

二
新

イ

ソ

(
妙
続

抄

20

オ
)

ノ
ウ

草
木

モ
成
仏

ノ
国

土

モ
成
仏

ノ
国

土
ト

ウ
ト

ウ

テ
ソ
ウ

ソ

(
同

39

オ
)

趙

州

モ
サ

ス
力

具
眼

ノ
御
人

チ

ヤ
程

ニ
チ

ヤ

ツ
ト

見
取

テ
粥

ク

ロ
ウ
タ

力

(
五
逆

秋

24

オ
)

口
持

テ
云

フ
ベ
イ
ト

テ
云

フ
テ
叶

ハ
ヌ
浮
世

ノ
僧

共

ガ

(
五

73
ウ

)

等

の

ハ
行
四

段

に
お
け

る
ウ
音

便
形

、

不

如

此
テ
向

フ
説

ツ

・
ハ
ナ
イ

タ
ガ
面

白

ソ

(
妙

15
オ

)

打
テ

自
己

ヲ
丁

ド
引

キ
出

イ
タ

ガ
リ

コ
ソ

(
妙

19
オ

)

(
マ
マ
)

1

。

唯

識

観

ハ
道

理

ヲ
正

シ
ウ

テ
心
所

二
落

イ

テ
悟

ル

(
五

5ー
オ

)

力

フ
ツ
タ

ク
サ

レ
手
拭

ヲ

ヒ

ツ

ハ
イ
テ

座
中

ヘ
ヲ
シ
出

イ
タ

事

ヨ

(
五

75
ウ

)

な

ど

の
サ
行

四
段

イ
音
便

形

、
ま

た
、

此

ノ
本

人

ヲ
家

ノ
大
太

刀

ヲ
以

テ

ス
ツ
力
ト

切
テ

両
殺

ト
ナ

シ
タ
時

モ
ミ
上
タ
焔

ノ
打
消

シ
ヤ

ウ
タ

(
五

39
ウ

)

に
お
け

る

マ
行
四

段

の
ウ
音
便

形
な

ど

が
あ

る
。

形

容
詞
連

用

形

に

つ
い

て
も
、
助

詞
テ

に
続
く

場
合

は
、
例
外

と
し

て
処

理

で
き

る

『
五

逆
秋
』

の

一
例

(
6

オ

)
を

除

い
た
す

べ
て

が
ウ
音

便

の
形
を

と

る
。

連

用
修

飾
格

に
立

つ
場
合

に
原

形

(
ク
形

)
が
優

勢

で
あ

る

の
は
事
実

で
あ

る

が
、
そ

れ

で
も

『
五
逆
秋

」

に
は
相
当

の
音

便
形

が
あ

り
、

特

に
補

助

動
詞

「
ソ
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ウ

(
候

)
」

に
連

な
る

例

が
す

べ
て
次

の
如
く

で
あ

る

の
は
注
意
す

べ
き

で
あ

る
。

山
彦

ト

々
々
ノ
寄
合

チ

ヤ
程

二
親

シ
ウ
走

ヨ

(
五

57
オ

)

云

ハ
レ
ヌ
事

ハ
云

ハ
ヌ

ガ

ヨ
ウ

走

作

者

モ
夢

モ
ウ

ソ
ゲ
ナ

ル
事

ハ
語

ラ
ヌ

ガ

ヨ
ウ
走

フ

(
五

63
ウ

)

助

詞

・
助
動

詞

に
関

し

て
は
、
す

で
に
報
告

さ

れ
て

い
る

吾

レ
ト
吾

力
喧

嘩

ヲ
出

シ
テ
焔

ヲ
挙

ル
サ

力
イ

ニ

(
五

39
ウ

)

大

音
デ

鐘

ノ
声

モ
聞

サ

力
イ
申

ヌ

(
五

46
オ

)

は
問

題
な

い
け

れ
ど
も

、
否

定
表

現

の

法

味

ヲ

一
ヒ
ク

ツ
ト

尿

ニ
ヒ
リ
出
サ

イ
デ

ハ

此

ノ
人

二
向

テ

ハ
眼

デ

云
イ
聞

セ
イ

デ

ハ

此

ノ
家

風
ガ

失

セ
ナ

ン
ダ

坐
ナ

力
ラ

メ
グ
ラ

ス

ニ

ハ
ハ
ツ

レ
ナ

ン
タ

(
妙

27

オ

)

(
五

53

オ

)

(
五

35

ウ

)

(
五

76

オ

)

と
現

れ

る

「
イ

デ

・
ナ

ン
ダ
」

が
も

つ
職

能

は
、
他

で
代

替
し

え
な

い
語

法

で
あ

っ
て
、

東
国
語

で
の
助
動

詞
ナ

イ

の
成

立

過
程

と
も
絡

ん

で
難
し

い

。
こ
の
様

な
京

阪
語
的

語
法

の
混
在
、

そ
し

て
或

る
場
合

に

は
現
代

の
関

東
方

言

と
相
反

す

る
事
実

が
存
す

る
様
態

を

、

い
ま
だ
文

化
上

の
中

心

で

あ

っ
た
京

都
中

央

か
ら

の
影
響

と
解
釈

す

る

こ
と
も
出
来

る
。
確

か
に
、

知

識
人

で
も
あ

る
当

時

の
僧

は
京
都

側

の
文
献

に
も
親
し

ん

で

い
た
で
あ

ろ
う

し

、

『雑

兵
物

語
』

や

ロ
ド

リ
ゲ

ス

『
日
本

大
文
典

』
中

の
記
述

に

あ

る
推

量
助
動

詞

ベ
イ

に
対
す

る
抄

物

の

ヨ
ウ

(
ズ

)
使

用
な

ど

は
、

こ

れ
ら

の
事
情

を
考
慮

し

て
は
じ

め

て
説

明
で
き

る

の
で
あ
(都
。

関
東

系
抄

物

の
東

国
語
資

料

と
し

て

の
限

界
を

、

こ
の
辺

に
認

め
る

こ
と
も

で
き
よ

・つ
。

洞
門

抄
物

の
言

語
上

の
特
色

と
さ

れ
る

現
象

が
所

謂
京
阪

語
要

素
を

決

定

的

に
排

除
す

る
も

の
で
な

い
と
す

れ
ば

、
そ

の
中

で
助
動

詞
ダ

の
み
を

東

国
語

の
反

映

と
し

て
理
解
す

る

に
は
問

題

が
あ

る

こ
と

、

こ
れ
ま

で
も

論

じ

ら
れ

て
き

た
通
り

で
あ

る
。

ロ
ド
リ

ゲ

ス
が

『
日
本
大

文
典

』
中

に

東

国
語

と
し

て
挙

げ

て
は

い
な

い
の
を
始

め
、
京

都

側

の
文
献

に
も
見

出

す

こ
と
が

で
き

る
事
実

が
あ

る
か

ら
、
ダ

表
記

を
直

に
今

日

の
様

な

ダ
と

結

び

つ
け

る
わ
け

に

は
行
か
な

い
。

但
し

洞
門

抄
物

に
あ

っ
て
は
、

テ

ヤ

表

記

が
あ

る
資
料

は
別

と
し

て
、ヂ

ャ
は
例

外

的

に
し

力
現

れ
ず

、
そ
れ
も

一次

の
様

な
引

用
文

に
見

え
る

の
が
普
通

と

い
う

か
ら

、

こ
の
点

で
は

そ

の

ま
ま

理
解

し

て
よ

い
の
か
も
し

れ
な

い
。

趙
州
金
六
チ
ヤ
ト
云
テ
魚
歯

ト
云
ハ

(
巨
海
代
抄
下
12
ウ
)

又

一
説

ハ
智
和

尚
抄

云
雲

門

ノ
意

気

ハ
殺

人

刀

活
人

剣
チ

ヤ

ソ

(碧

岩

雷

沢
抄
四

13

オ
)

何

ニ
ト

モ
出

セ
嗣
統

ヲ
体

ニ
シ
テ
出

ス
物
ヂ

ヤ

、
心

火
ノ
挑

ゲ
用

伝
燈

ノ
一
灯
ヲ
力
力
ゲ
用
ヲ
ス
ル
物
ノ
暴

(
天
南
代

紗
五

伽

オ
)

そ
う

言

え
ば
、

円
応

の
抄
物

で
も

文
末

に
立

つ
場
合

に
は

『
妙

続
抄

』

の

三
例

全
部

、

『
五
逆
秋

』

の
約
半

数

が

「
ト

云

・ト
思

・
ト
也

」
等

で
結

ば

れ

て

い
る
。

前

に
挙

げ
た
例

か
ら

も
う

か

が
え
よ
う

が
、
な

お
数
例

示
し

て
お
く
。

面
ラ
力
バ
チ
馴

華

二
不
公
ロ
セ

間
打
ア
ケ
テ
師
家
チ
ヤ
ト
云
テ
モ

泉
我
レ
ト

一
位
チ
ヤ
ト
喜
テ
云

仏
味
ノ
至
極
チ
ヤ
ト
省
ス
ル
也

(
妙

50

オ

)

(
五

31

オ

)

(
五

40

オ

)

(
五

67

オ

)

し
か

し
、

「
ヂ

ャ
ホ
ド

ニ
」

の
例

で
は
必
ず

し

も
右

の
傾
向

が
見

え
ず

、
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問
題

は
依
然

残

る

の
で
あ

る
。

す

で

に

『
五

逆
秋
』

の
特
色

と
し

て
引

い

て

お

い
た

、
聞
書

者

が
講
述

者

の
行
動

を
描
写

し

た
部

分
に
、

択

円
応
和

尚
此

日

ハ

(中

略

)
其

ノ
後

此
話

ハ
是

迄
チ

ヤ
ト

云

テ
大
衆

ヲ
追

立

ル
也

(
18
オ

)

と
あ

っ
た

が
、

こ
れ
を

記
述

通
り

に
受
け

と

る

べ
き

で
あ

ろ
う

か
。

結
局

、
円

応

の
抄
物

が
指

定
辞

ヂ

ャ
を
多

く
用

い
て

い
る
理

由

は
、
今

の
所
不

明

と
せ
ざ

る
を

え
な

い
の
で
あ

Z
が

、
之

.
一地

べ
る
様

な

ふ
た

つ

の
抄
物

の
間

に
あ

る
差

異

が
手
掛

り

に
な
る

か
も
.
し
れ
な

い
。

す
な

わ
ち
、

既
述

の
通
り

『
五

逆
秋

』

は

『
妙
続

抄
』

」

ウ
成
立

力

四
年

ほ
ど
先

立

つ

て

い
る
と

い
う

時

期
的

な
ず

れ

が
、
言

語

の
上

に
も

反
映

し

た
か

の
如
き

点

で
あ

る
。

ダ

・
ヂ

ャ
を
用
法

別

に
表

示
し

た

の
が
次
表

で
あ

る
。

こ
こ

で
明
ら

か
な

の
は
、

文
末

終
止

用
法

が
『
妙
続

抄
』
で
激
減

し
、

同
じ
く

連
体

用
法

の
ジ

ャ
の
減
少

し
た
分

を
ダ

が
補
う

形

に
な

っ
て

い
る
点

で
あ

る
。
勿

論

、
全
体

と

し

て

み
れ
ば

、
ま

だ
連
体

用
法

の

ヂ

ャ
は
数
も
多

く

、
終

止
用
法

の

場

合

の
様

に
、
引

用
形
式

で
の

み

用

い
ら

れ

る
と
言

'、
た
傾
向

は
な

い
、

こ
の
連

体
用
法

に

つ
い
て
思

い
合

わ
せ
ら

れ

る

の
は

、

か

つ
て
金

田
弘
氏

が

『
人

天
眼

目
抄
』

で
指

摘

さ
れ

た

こ
と

覧
W
西
福

寺
蔵

本

(
永
禄

十
年
写

)
で

「
ナ

ホ
ド

ニ
」

と
あ

る
部

分

が
足

利
学

校
本

(
天

正

六
年
以
前

写

)
に

は

「
ダ

ホ
ド

ニ
」

と
改

め
ら

れ

て

い
る

こ
と

か
ら
、

そ

の
成
立

し

た
天
文
頃

に
は
ダ

の
連

体

用
法

が
、

十

分
発
達

し

て
お

ら
ず

、
足
利

学

校
本

は
転
写

の
際

の
改
変

で
あ

る

可
能

性

を
示
唆

さ

れ
た
。

金

田
氏

の
説
を

一
般
化

す

る

こ
と

が
許

さ

れ
る

な
ら

ば

、
円
応

の
抄

物

に
あ

る
差

異

も
、

こ
う

し

た
変
化

と
照

応
す

る
と

言
え

る
。

た

だ
金

田
氏

の
所
説

に
無

理

が
あ

る

と
思

わ

れ
る

の
は
、
通

説

の
デ

ア

ル
語

源

に
従

え

ば
、

ダ
は
本
来

連

体
用
法

を

備
え

て

い
た

は
ず

で
あ

っ

て

、
ヂ

ャ
が

次
第

に
そ

の
職
能

を
失

っ
て
行

く

の

と
並

行

し
た

現
象

を
見

せ
る

こ
と
が

期
待

さ
れ

る
に
も

か

か
わ
ら
ず

、

文
献

で
見

る
限

り
連
体

用

法

の
復

活
と

な
る

こ
と

で
あ

る
。

『
妙
続
抄

』

で
依
然

ヂ

ャ
の
連

体

用
法

が
用
例

を
保

っ
て

い
る

の
を
重

視
す

れ
ば

、
慶

長
頃

に

お

い
て
も
や

は
り

ダ

の
連
体

用
法

は
十

分
な

発
達

を
遂

げ

て

い
ず

、
そ

の
た

め
ヂ

ャ
が

終
止

用
法

の
衰

退

に
も

か
か

わ
ら
ず

残
る

こ
と
が

で
き

た
、
と
筆

者

は
考

え
た

い
。

洞

門
抄
物

を
例

外

と
み
な

せ
ば

、
ダ

の
連
体

用
法

は

終

に
定

着
し

え

な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

み
ぎ

は
円
応

の
抄

物

に
現
れ

て

い
る
事
実

を
説

明
し

よ
う

と
試

み

た
に

す

ぎ
ず

、
円
応

個
人

の
言
語

上

の
好

み
が
反

映
し

た
結

果

と
考

え
る

こ
と

も

で
き

る

で
あ

ろ
う
。

そ

の
程
度

が

『
五
逆

秋
』

に

は
強
く

、

『
妙
続

抄
』

で
は
洞

門
抄
物

に
倣

っ
て
多

少
押

さ

え
ら

れ
て

い
る

の
か
も

し

れ
な

い
。

し

か
し

、

一
方

で

ハ
行
四
段

動

詞
ウ
音

便
や

助
動

詞

ヨ
ウ
を

説

明
し

て
、

京

都
中
央

の
文
化
的

影
響

を
受
け

や
す

か

っ
た
知

識
層

の
位

相
上

の
問

題

と

し
な

が
ら

、
も

っ
と
も
あ

り

ふ
れ

た
ヂ

ャ

の
み
が
例

外

と
な

っ
た

と
は

考

え
難

い
の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

む

し
ろ
筆

者

は
、

ダ

の
間

で
ヂ

ャ
が
少

な

か
ら
ず

用

い
ら

れ
て

い
る
円
応

の
抄

物

こ
そ
、

位
相

的
解

釈

が
有

効

で

あ

る

と
考

え

た

い
。

従

っ
て

『雑

兵
物

語
』

の
基

準

で

こ
れ
を
論

じ

る

の

は
不

適
当

で
あ

り
、

小

田
切
良
知

臨
が

明
和

期

江
戸
語

に

つ
い
て
報
告

し

て
お
ら

れ
る

結
果
な

ど

と
関
連

づ
け

る

べ
き

と
思
う

の
だ

が
、
今

は
推

測

に
止

め
て
お

く
。
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五

こ
れ

ま

で

「
円
応

の
抄

物
」

と

の

み
呼

ん

で

「
浄

土
僧

の
抄
物

」
等

と

呼

称
し

な

か

っ
た

の
は

、
金

田
弘
氏

が
教

示
し

て
下

さ
れ

た
駒
沢

大
学

図

書
館

蔵

「
無

門
関
抄

』

(
増
上

寺

二
十
世

雪
念

講
、

一
巻

一
冊

、
寛
永

十

七

年
成

立
、
書

写
年

代

は
不

明
)

に
円
応

の
抄

物

の
如
き
ヂ

ャ
は
見

え
ず

特

に

こ
の
問
題

を
浄

土
僧

の
抄

物

と

い
う

観
点

か
ら
解

決
す

る

こ
と

が
出

来

な
か

っ
た

た
め

で
あ

る
。

ま

た
、

い
ず

れ
も
禅

籍

の
抄
物

で
あ

る

か
ら
、

浄

土
僧

の
抄
物

と

称
す

る

の
が
適
当

か

ど
う

か
疑
問

で
も
あ

る
。

な

お
、

駒

沢
本

「
無

門
関
抄

』

に

つ

い
て

は
、
別

に
報

告
す

る
機
会

を
持

ち

た

い

と
思

っ
て

い
る
。

「
妙
続

抄
」

と

『
五
逆

秋
』

と
を

比
較
す

る

こ
と

に
よ

っ
て

、
新
し

い

知

見

が
得

ら

れ
る

こ
と
を

期
し

た

の
だ

が
、
周

辺

の
論

で
終
始
し

て
し

ま

っ
た
。

し
か
し

、
少

く

と
も
外

山
映

次
氏

が

『
妙
続
抄

』
を

指
し

て
、

作

者

及

び
成

立
年

代

の
問
題

な

ど
、
言

語
資

料

と
し

て
の
言

わ
ば
致

命

的
な
欠

陥

が
ど
う

し

て
も
付

き
ま

と

っ
て

い
た
。

と
言
わ

れ
た

ほ
ど

の
欠
陥

が
な

い
こ
と
は

示
し

え
た

と
思
う
。
東

国
語

を

、

も

っ
と

も
広
義

に
、
東
国

で
行

わ

れ
た
言

語
す

べ
て
を
含

む
と
す

れ

ば
、

円

応

の
抄

物
も

ま

た
東
国

語
資

料

(
そ
れ

も
良
質

の
)
と
な

り
う

る

こ
と

を

、
更

め

て
指

摘

し

て
お
き

た

い
。

小
稿

を
終

え
る

に
当

っ
て
、

『
五

逆
秋

』

の
閲

覧
を

許
さ

れ
、

「妙

続

抄

』

の
写
真

を
貸
与

下

さ
れ

た
春

日
先
生

に
深
謝

し
申

し
上

げ
ま

す
。

、小

稿

の
概
要

は
第

十
七

回
日
本

方
言

研
究
会

(於

盛
岡

)

で
発
表

'し

た
。
御

意

見
を

賜

っ
た
各
位

に
感

謝
致

し
ま
す
。

註

「妙
続
大
師
語
録
の
抄
」

(国
語
国
文
泌
巻
11
号
)
池
上
氏
の
所
論
は
す
べ
て
こ
の

論
文
に
拠
る
。

「鰻

蓋

舗

恥

五
逆
秋

(無
門
関
抄
)
の
国
語
学
的
研
究

冒

」(文
学
研
究

61

・
68
輯
)

「存
在
詞
に
関
す
る
研
究
」
謝
P

清
原
家
に
於
け
る
カ
ナ
抄
の
伝
統
性
に
つ
い
て
は
、
土
井
洋

一
氏

「抄
物
の
資
料
的

性
格
」

(国
語
学
76
集
)
に
明
ら
か
で
あ
る
。

金
田
弘
氏
も
筆
者

へ
の
私
信
で
同
じ
推
定
を
示
さ
れ
た
。

「国
語
資
料
と
し
て
の
洞
家
カ
ナ
抄
物

の
性
格
」

(国
学
院
大
学
紀
要
10
)

外
山
映
次
氏

「洞
門
抄
物
に
見
え
る

「
ヨ
ウ
」
に
つ
い
て
」

(国
語
学
46
集
)

大
塚
光
信
氏

「助
動
詞
ヨ
ウ
に
っ
い
て
」

(国
語
国
文
31
巻
4
号
)

大
塚
光
信
氏

「
「
ダ
」
と
あ
る
種
の
抄
物
」

(国
文
学
放
21
号
)

「
巨
海
代
抄
」
複
製
本

(禅
門
抄
物
叢
刊
)
の
解
説
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

金
田
弘
氏

「
.擁

碧
岩
雷
沢
抄
」
に
つ
い
て
・

(近
代
語
研
究
二
集
)

外
山
映
次
氏

「天
南
代
妙
に
つ
い
て
」

(鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要

〈人
文

社
会
科
学
篇
〉
第
十
六
巻
)

(10
V
の
論
文
参
照

「
明
和
期
江
戸
語
に
つ
い
て
一
ニ
日
」

(国
語
と
国
文
学
、
20
巻
8

・
9

・
11
号
)

(11
)
の
論
文
26
P

「埴
嚢
抄
」
巻
二
に
、
禅
家
で
は

「前
住
ヲ
東
堂
ト
云
」

(十
三
段
)
と
あ
る
。

独
特
の
常
な
ら
ぬ
名
目
で
あ
る
と
い
う
。
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